
  

問題解決の能力の基礎を育む 

第１学年 「 きれいな花を さかせよう 」 

有田支部 曲川小学校 山下 仁士 

 

① 単元の指導計画（全３時間）（本時 ２／３，３／３） 

 ・花の苗を植えよう            ・・・ １時間 

・どうしたらきれいな花がさくのかな    ・・・ １時間 

 ・しらべてわかったことをしょうかいしよう ・・・  １時間 

 

② 本時（単元）の目標 

・花壇の花をきれいに咲かせる方法について意欲的に追求することができる。 

                                     （関心・意欲・態度） 

・花をきれいにさかせる方法について、自分のことばで説明することができる。                 

（科学的な思考・表現） 

 

③ 授業の実際 

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導（理科授業のポイント） 

１ 花壇に植えた花の苗を観察する。 

 

 

 

２ 学習問題を立てる。 

 

 

３ きれいな花を咲かせるにはどうし

たらよいか考え，仮説を立てる。 

 

４ 友だちと考えを交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時に植えた苗を観察させ，花を大切に思う気持ちを高

める。 

・花が咲いたら，卒業式で飾ることを知らせ，きれいな花

を咲かせたいという思いをもたせる。 

 

 

 

・どうしたらきれいな花が咲くか、自分なりの考えをワー

クシートに記入させる。 

 

・ランダムにたくさんの友だちと仮説を交流させ、友だち

の考えでいいなと思うところがあったら、赤鉛筆で書き

加えさせる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きれいなはなをさかせるには、どうしたらいいのだろうか。 

毎日水やりをすれば、きれ

いな花がさくと思うよ。 

草取りをしたら、きれ

いな花がさくと思う

よ。 

太陽が出たら、き

れいな花が咲くと

思うな。 



  

５ 調べる方法を考える。 

 

・調べる方法を発表させる。本やインターネットという意

見が多く出されるが、自分達だけでは難しいことに気づ

かせ、家族や身近な人で花に詳しいひとにインタビュー

をして調べるようにする。 

６ それぞれが調べたことを、紹介し 

合い、意見を交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 各班で話し合った結果を紹介し合 

い，全体で考えをまとめる。  

 

 

 

 

 

 

８ 学習のふり返りをする。 

 

・家庭で調べてきたことを班の中で紹介させ、班で考えをま

とめさせる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

・１班ずつ自分たちの話し合いの結果を発表させ、意見の

共有化を図る。 

・学級全体で、きれいな花を咲かせる方法をまとめる。 

 

 

 

 

 

・自分の仮説をふり返えったり、友だちとの交流をして良

かったことを思い出したりして、思ったことや調べて分

かったことに対する自分の気持ちなどをワークシートに

記入させる。 

 

④ 考察 

  子どもたちは、最初は毎日たくさんの水をあげればきれいな花が咲くと思っていたが、授業を通し

て、水をあげすぎてもいけないことや、他にもたくさんの手立てがあることに気がつくことができた。 

  調べる方法としては、家庭でのインタビューという形をとった。ご家庭の協力をいただき、子ども

たちの実態にあった内容で伝えていただけたので、どの子も自分できれいな花を咲かせる方法を記述

してくることができた。 

また、ペアやグループでの言語活動を多く取り入れることにより、考えを広げたり、深めたりする

だけでなく、学力が低位の子も目的意識をもって学習に取り組むことができていた。  

  問題解決型の学習を本格的に行うのは初めてであったが、どの子も意欲的に学習に取り組むことが

できており、学習の進め方や考え方の基礎を養うことにつなげることができたようだ。 

  さらに、その後も毎日花のお世話を頑張ることができており、学習内容をその後の生活に結び付け

ることができたといえる。 

○ 話し合いでまとまった考え 

・ひりょうをあげる。         ・虫予防をする。 

・土がかわいたら、水をやる      ・草取りをする。 

・日当たりのいいところに置く。    ・大切に育てる気持ちをもつ。 


